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研究成果の概要（和文）：本研究では，中期，近代，現代の朝鮮語文献のうち，朝鮮語史研究

上重要と思われる文献を選定した上，原本・関連資料調査を行い，電子化を進めた。また国内
所蔵の重要朝鮮語文献について，文献解題を執筆する一方，韓国語目録を作成した。作成した
データ類については，www サイト上で公開した。更に，蓄積したデータ類を用い，朝鮮語史統
語論・形態論・音韻論研究における様々なトピックについて研究を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：In this project, we investigated and digitalized historical documents from 
Middle, Modern and early Contemporary Korean, which will play a significant role in future research on 
Korean historical linguistics. We also made a bibliography and a catalog of Korean historical documents 
that are stored in libraries in Japan. These databases were made available as on-line resources. Based on 
the data we constructed, we conducted research on various topics in Korean historical syntax, 
morphology and phonology. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2009 年度 4,800,000 1,440,000 6,240,000 
2010 年度 4,600,000 1,380,000 5,980,000 
2011 年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

年度  

  年度  

総 計 13,000,000 3,900,000 16,900,000 
 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学 
キーワード：朝鮮語，電子化，データベース，歴史言語学，形態素解析，言語接触 
 
１．研究開始当初の背景 
 

中期朝鮮語～現代朝鮮語の研究は，ひとり
韓国にとどまらず国際的な広がりを見せて
いるが，中期・近代朝鮮語重要資料は，その
複製（影印本）が入手困難であったり，大部
の文献は，未だにその検索自体も容易でない
など，研究資料へのアクセスの困難さが研究
の進展を阻害している。中期～現代朝鮮語と
いう，500 年以上の長期に渡る朝鮮語史につ

いて，今後国際的に共同研究を進展させてい
くためには，まず基本的研究資料を研究資源
として国際的に共有するための基盤を構築
することから始めなければならない。 
一方中期～近代朝鮮語は，現代ハングルと

は異なる表記法を持つために，複数の研究者
が，それぞれ異なる形式で電子化を行ってき
た。これら電子化テキスト中の形態素分析に
おいては，研究者により，また対象文献によ
り様々な工夫がなされてはいるが，これらを
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単に集積するだけでは，研究資源としての
（精度の高い）共有は不可能である。したが
って，今後朝鮮語史研究のための国際的研究
資源共有を実現していくためには，まずデー
タ形式の改良・洗練を検討した上，原本調査
等に基づく電子化資料の作成を進める一方，
朝鮮語史の統語論・形態論・音韻論的研究の
各側面からその有効性を検証していく必要
がある。 
 
２．研究の目的 
 

1.で述べたような背景を踏まえ，本研究で
は，(1) 中期～現代朝鮮語の既存の電子化形
式を比較検討し，電子化データを有効に活用
するためのデータ形式について研究を行う
こと，(2) 各時代の朝鮮語研究に必須の文献
の電子化・テキスト化を進める一方，朝鮮語
史の統語論・形態論・音韻論的研究の各側面
からその有効性を検証すること，(3) 朝鮮語
史研究資源共有の基盤を構築し，公開するこ
とで，朝鮮語史の国際的共同研究へ寄与する
こと，の 3 点を主要な目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 電子化対象テキスト類の選定と調査・電

子化 
中期，近代，現代の朝鮮語から，それぞれ

電子化に資する特徴をもつ，国内外所蔵の諸
文献を選定する。それに基づき，可能な範囲
で原本の書誌的調査を行い，写真を取得し，
電子化（テキストファイル化，PDF 化）を行
う。テキストファイル化に際しては，入力す
るデータ形式（入力方式）について検討する。
一方，国内所蔵の重要な朝鮮語文献について，
解題執筆・目録作成を行う。 
 
(2) 構築データの公開準備 
得られたデータ及び研究成果を，オンライ

ンデータベースとして可能な限り公開する。 
 
(3) 小倉進平主要著作の電子化・公開 
朝鮮語史研究上重要な著作である小倉進

平（1944 没，著作権消滅）の主要研究論文を
電子テキスト化し，オンラインデータベース
として公開準備を進める。 
 
(4) データ形式の洗練・研究現場への試験的

適用 
構築した電子化テキスト類を用い，朝鮮語

史統語論・形態論・音韻論研究における様々
なトピックについて，分担者・連携研究者が
それぞれ実際に試験的研究を進め，その問題
点や汎用性について更に検討を行う。 
 
４．研究成果 

 
(1) 電子化対象テキスト類の選定と調査・電

子化作業 
中期，近代，現代の朝鮮語文献のうち，各

時代の担当者が朝鮮語史研究上重要と思わ
れる文献を選定した上，原本・関連資料調査
を行い（日本・韓国・米国），研究資料の取
得（朝鮮資料原本『御定奎章全韻』等取得）
及び，重要朝鮮語文献（東京外国語大学図書
館，東京外国語大学朝鮮語専攻長田文庫，東
京大学文学部小倉文庫所蔵）の高精度デジタ
ルカメラによる撮影を行った。また，中期～
近代朝鮮語資料の入力方式について検討し，
定式化を行い，その上で各種テキストの入
力・校正作業を進めた（『釈譜詳節』，『蒙山
法語諺解』等，中期朝鮮語傍点付き資料，『翻
訳老乞大』『千字文』等漢字音資料のテキス
ト入力・校正，司訳院漢学資料）。開化期～
20 世紀の朝鮮語を知る上で重要な資料であ
る新聞・雑誌等についても，PDF ファイル化
とテキスト入力を行った。更に，電子化済テ
キスト類について，フリーソフトによる形態
素解析を試験的に行い，それにより分かち書
きの単位や形態素解析用の辞書構築に関す
る研究も行った。一方，入力したテキストフ
ァイルに基づき KWIC 索引を作成し，それを
元に中期朝鮮語アクセント資料の構築・拡張
を進めた。中期朝鮮語アクセントが保存され
ている現代朝鮮語方言についても，中期朝鮮
語からの歴史的変遷が分かるよう，資料の編
集を行い，史的アクセント資料との対照研究
に備えた。 
 
(2) 解題及び目録の作成 
撮影済の東京外国語大学図書館，長田文庫

蔵朝鮮語文献について文献解題を執筆する
一方，『長田夏樹先生旧蔵朝鮮語学関連図書
目録』を作成し，主要研究機関に送付した。
撮影文献中『象院題語』については，中華書
局から影印が刊行された。また東京大学文学
部小倉文庫（朝鮮語文献を多く所蔵する）所
蔵の全文献について，韓国語目録を作成した。
撮影済の小倉文庫所蔵朝鮮語文献について
は，現在 www サイト上での公開準備を進め
ている（http://krling.com/）。 
 
(3) 電子化データ類の公開 

(1), (2) で作成したデータ類の一部につい
て，www サイト上で公開した。 
 
① 中期朝鮮語文献の統合検索（声調情報付

き） 
http://krling.com/KRTEXT/ 
中期朝鮮語語彙の具体例を複数の文献に
渡って検索することや，アクセント（声
調）パターンのみで検索（例：平声・上
声の連続の検索）を行うことなどが可能



 

 

である。 
 
② 東京外国語大学図書館，東京外国語大学

朝鮮語専攻長田文庫所蔵朝鮮語文献解題，
開化期～20 世紀までの新聞・雑誌等の
PDF ファイル・テキストファイル公開 
http://krling.com/KRMODERN/downloadab
le/ 
上記資料について，該当サイトからダウ
ンロードが可能である。 
 

③ 中期朝鮮語アクセント資料 
http://krling.com/KRDICT/ 
中期朝鮮語アクセント情報について，中
期朝鮮語・現代朝鮮語・アクセントパタ
ーンの３通りからの検索が可能である。 

 
④ 現代朝鮮語方言アクセント資料（中期朝

鮮語アクセント情報付き） 
http://krling.com/KRACC/ 
現代朝鮮語方のうち，慶尚道釜山方言と
中国吉林省延辺朝鮮語の単純名詞につい
て，そのアクセントパターンを検索する
ことが可能である。中期朝鮮語形が attest
されているものについては，その情報も
参照できる。また各語彙について，日本
語訳と英語訳を掲載した。 

 
(4) 小倉進平主要著作の電子化・公開 

朝鮮語史研究上重要な著作である小倉進
平（1944 没，著作権消滅）の主要研究論文中，
「南部朝鮮の方言」「郷歌及び吏読の研究」
と「国語及び朝鮮語のため」「[増訂]朝鮮語学
史」について電子テキスト化し，オンライン
データベースとして公開した。 
http://www.krling.com/KRHIST/ 
 
(5) データ類の研究現場への適用 
撮影データ・電子化済のテキスト類を用い，

朝鮮語史統語論・形態論・音韻論研究におけ
る様々なトピックについて研究を行った。例
えば，朝鮮語史の観点からの「中韓言語接触」
に関する研究（伊藤 2011），日本における，
特に戦後の朝鮮語教育史に関する研究（伊藤
2012），中期朝鮮語各種文献に見られるアク
セント研究（15 世紀の楽譜である『致和平譜』
に反映されたアクセントの研究（福井 2010a, 
b），複合語アクセント研究），中期朝鮮語～
現代朝鮮語における形態変化と類推に関す
る研究（Ito 2010），近代文献『捷解新語』に
おける現在形の研究・音注とテキスト分析
（村田 2011），15 世紀朝鮮語文献の自動形態
素解析に関する研究（村田 2010, 須賀井・村
田 2011），起点的意味を表す中期朝鮮語の諸
形式に関する研究（趙 2009），東京大学小倉
文庫所蔵文献に関する研究（福井 2011, 2012），
中期朝鮮語複合名詞における属格 /-s/ の分

布に関する研究，開化期～20 世紀までの新
聞・雑誌に現れる否定文使用の傾向に関する
研究（南 2011），等を行った。これら研究を
進める中で，既存データの有用な点・問題と
なる点の検討を行い，必要に応じデータ形式
を更に洗練させた。研究成果のほとんどは，
学術論文・著書・学会発表の形で公開済であ
る。 
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